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宮沢賢治の作品を通して　彼岸の旅


 夢か顕か　夢と顕の境界線の物語　宮沢賢治の作品を通して　彼岸の旅


 銀河鉄道の夜は不思議な物語です。

登場人物であり、主人公であるジョバンニが、教室でうとうとして夢心地であるシーンから始まります。

全体的に生きているという活気が無く、ぼんやりとおぼろげであり、時間の流れがわかりません。

気がつくと、銀河を走る銀河鉄道に乗って、星座のステーション、銀河を旅しています。

旅の途中で、船の事故に遭遇して亡くなった子ども達と触れ会いますが、鳥撃ちにしろ、この銀河鉄道に乗る人々は、死者のみです。

この銀河鉄道の夜の作品には、ほんとうのという言葉が強調されて、皆にとっての、ほんとうのさいわいを探す旅でもあります。


 ここでは、この銀河鉄道の夜における顕と夢の境界線の旅に関わるシーンを、まとめてゆきたいと思います。第四次稿を使いました。

第一次と第四次稿まで、ブロカニロ博士という黒い大きな帽子をかぶった青白い顔の痩せた大人が、ジョバンニにセロのような声で、度々、進むべき道を教え諭していましたが、この原稿版では出て来ません。


 銀河鉄道の夜は、ジョバンニが参加している学校の午后の授業より始められます。

ところがこの授業は、既に現 (うつつ) のものでは無く、授業をしている先生の銀河の説明自体も、ぼんやりとしたものとして紹介されています。

天の河は白い乳の流れのようで、ぼんやりと白いものとされ、上から下ヘ白くけぶった銀河帯のようなところ。ジョバンニは、" このごろはまるで毎日教室でも眠く" ,　この眠気によって、本を読む暇も無いくらいです。ジョバンニは、なんだかどんな事もよくわからない夢心地で、先生に指摘され勢い良く立ち上がると、あまりにもぼんやりとしてはっきり答える事が出来ず、クラス•メートのザネリに笑われてしまいます。

いつもはきはきと答える事の出来るクラス•メートのカンパネルラも、銀河についての説明は出来ず、やはりもじもじと立ち上がったまま、答える事が出来ませんでした。


 作品の冒頭に描写されるぼんやりとした白い天の河は、たくさんの小さな星に見えます。

天の河自体、ぼんやりとした存在であるけれども、1つ1つの小さな星々が集結して、大きな1つの天の川となる。

1つ1つが分裂しているように見えるが、現実は大きな光の集合体であり、まとまっている。

学校の先生の説明によると、天の河の1粒、1粒の光る粒子は、自ずの力で光っていると思いがちであるけれども、太陽が真ん中になって、輝きを与える。

望遠鏡のレンズのまわし方によって、その星々の見え方が異なる。

ガラスが厚い方は、その光る粒•星々がたくさん見え、その遠い方は、ぼうっと白く、良く見えません。

ぼんやりとした視覚の感覚も、方向や見方を違えば、まったく異なって来ます。

この1つ1つ粒としての星はばらばらでも、天の河はみんなで結合した大きな1つのものとして、既に、個人では無く、皆 (集団) の結成の大切さを、宮沢賢治は主張しているようです。


 この銀河鉄道の夜を覆っている星々の輝きですが、第2章の銀河の星祭において、その光は暗い青で飾られています。

この星祭の後、川ヘ流す烏瓜は青い光で輝いており、この青い灯りは既に暗く、朝の陽光の白さとははるかに遠い。

星祭の提灯の青い灯りにするには、小さ過ぎて、豆電球のような小さな光です。町々には、12月24日夏至祭 (クリスマス ) のクリスマス•ツリーを思わせるいちいの葉の玉を吊るしたり、ひのきの枝に灯りがつけられている、暗い冬の季節を思わせます。この町の灯りは、まるで地上の天上の星々の輝き。


 第3章において、ジョバンニが帰宅すると、家には病気の母がいて、白い巾を顔に覆って寝んでいます。

この白い巾は、既に、死の香り、死者を思わせます。

ジョバンニの幼い頃、父とともに友人のカンパネルラの家ヘ遊びに行くと、カンパネルラの家にはアルコール•ランプで走る汽車の模型があり、このアルコール•ランプの光は青く、これからの夜汽車の旅を暗示させます。


 この夜汽車の旅は、第4章のケンタウルスの祭の夜に始まります。

ケンタウルス Centaurus とは、ギリシャ•ローマ神話に登場する心優しき医療者の半人半神の怪物的半神。

この星は、南 (サウス) の方角に位置します。

この祭の夜に、ジョバンニは一人口笛を吹いて、寂しく思いながら坂を下りて行く時、大きな一つの街灯が青白く光っています。

面白い表現ですが、大股で歩くジョバンニ自身が、鉄道となって、影ぼうしが前に後に、両横に伸びたり、縮んだりしています。

気がつくとジョバンニは、辺りに響く、銀河ステーション、銀河ステーションという声が響いている中、小さな汽車に乗っていました。

夢うつつに、ジョバンニは旅する事となって、すぐ前の席に、水で濡れたような真っ黒な上着を着た子ども (カンパネルラ ) が座っている事に気づきます。

すべては夢の、夢うつつに展開されます。ジョバンニが、カンパネルラはずっとここに前からいたのかと問うと、カンパネルラはこう答えます。

" みんなはね、ずいぶん走ったけれども遅れてしまったよ。ザネリもね、ずいぶん走ったけれども追いつかなかった。"

カンパネルラと共に同級生達は、汽車に乗ろうとしたけれども、乗り遅れてしまいました。

カンパネルラは、少し青ざめて、どこか苦しいようで、

"ザネリはもう帰ったよ。

お父さんが迎えに来たんだ。" と言います。

するとジョバンニも、

“なんだかどこかに、何か忘れたものがあるというような、おかしな気持ちがして黙ってしまいました。”

この会話は実に不思議で、突然あらわれたカンパネルラは、いつから一緒にいるのかわかりません。

学校のクラスメイトのみんなは、この銀河鉄道に同行しようとして走ったけれども、遅れて乗れませんでした。カンパネルラは顔色が青ざめて、苦しい様な様子。着ている服も水で濡れています。この銀河鉄道の旅には、すべての皆は参加する事は出来ないのです。

この旅において、夜汽車はプリオシン海岸に着きました。

このプリシオン海岸 pliocene の意味は、新生代第3紀 最新世にあたる鮮新世 (約500万年前から200万年まで)という遥か昔の海岸です。

ここでカムパネルラは、泣きだしたい気持ちになりました。そして、何かを真剣に決意した様に、わからないけれども、“誰だって、本当にいい事をしたら、一番しあわせなんだねぇ” と言って、" おっかさんはぼくをゆるして下さると思う" と呆然として言いました。まるで過去を悔いたようにつぶやきました。

ここでも、しあわせとは何か、探す事が重要とされていますが、" おっかさんはぼくをゆるして下さる" という言葉の意味は深く、既にこの世にカムパネルラがいない事を暗示させます。

はたしてカムパネルラは此処にいるのでしょうか?

今いるカムパネルラは、誰なのでしょうか?

ぼうっと青白く、後光の射した一つの島が見えて来ました。

その島の平ないただきに、立派な眼も覚める様な、白い十字架が立って、すきっとした金色の円光をいただいて、静かに永久に立っています。" 振りかえる" と、いつの間にかたくさんの旅人で汽車は埋まってしまい、黒いバイブルを胸に当てたり、水晶の数珠をかけたり、祈っています。綺麗な河原において、綺麗な砂をひとつまみ、掌に広げています。この砂は水晶で出来ており、霧のような青白い光を出している銅玉。(酸化アルミニウムを主成分とする鉱物。青色透明のものがサファイア) この水銀色の波は、美しい燐光をあげて、ちらちらと燃えるように見えます。

次に顕れたのは、茶色の少しぼろぼろの外套を着て、白い巾で包んだ荷物を、二つに分けて肩に掛けた、赤髭の背中のかがんだ人でした。

この人を見るとジョバンニは、なにか大変寂しい様な、哀しい様な気がしていると、硝子の笛が鳴った。

汽車はもうだんだん早くなって行きました。この赤髭の人はおずおずしながら、ジョバンニとカンパネルラに問いました。

“あなた方は、どちらヘいらっしゃるんですか？”

“どこまでも行くんです。”

こうして、ジョバンニとカンパネルラは、無限の彼方の旅に出たのでした。

この鳥を捕る人は、鷺が地べたヘ着くか、着かないうちに、ぴたっと押さえると、するともう鷺は、固まって安心して死んでしまい、そして、押し葉になりました。

この鷺は蛍の様に、青く光ったり、消えたりしています。

ジョバンニは鳥捕りの男の狩りに精を出している姿に同情して、

" もうこの人のほんとうの幸になるなら、自分があの光天の河の河原に立って、百年続けて立って鳥をとってやってもいい" という様な気がしました。

銀河鉄道の夜の作品のいたる所に、ほんとうの幸いをこの人のため、あの人のため、皆のために支えたいという言葉が出て来ます。

" ほんとうにあなたの欲しいものは一体何ですか？" と聞こうとして振りかえると、その島捕りはいつの間にか消えていたのでした。

" あの人何処ヘ行ったのだろう"

カンパネルラはぼんやりする中、何処ヘ男は行き、一体何処で会うのだろうと考えたのでした。

すると当然、艶々とした黒い髪の六つばかりの男の子が赤いジャケットのボタンもかけずに驚いて、がたがた震えて裸足で前に立っていました。隣には黒い洋服をきちんと着た背の高い青年が男の子の手を引いて立っています。

" あら、ここ何処でしょう。

まあ、綺麗だわ。"

青年の後にもう一人、十二才ばかりの眼の茶色の女の子が不思議そうにしています。すると青年は、

"いや、ああ、僕達は空ヘ来たのだ。

私達は天ヘ行くのです。

ごらんなさい。あのしるしは天上のしるしです。もうなんにも怖いことありません。私達は神さまに召されているのです。"

この言葉は、既に亡くなっている事を暗示させます。

“ぼく、おねえさんのとこへ行くんだよう。”

男の子の言葉に、青年は何とも云えず悲しそうな顔をして、男の子の眼からは、かなしく、涙が流れました。この男の子のお姉さん (きくよねえさん) はまだいろいろな仕事が顕界 (この世) にあるので、まだ生きているから、この夜汽車には一緒に乗れないといいます。

けれども、もうすぐ、生きている家族の皆が追って来るといいます。

タダシ (弟 ) は、生きており、顕世で歌をうたっています。

" うん、だけど僕、船に乗らなきゃよかったなあ。"

この言葉は、船 (タイタニック号)の事故で亡くなった事を暗示します。

窓 (船の窓 ) から見える川からぼんやりと見えている景色において、泣いている姉、青年は“わたしたちはもうなんにもかなしいことないのです” と言う。

死んだ事によって、苦しめていたかなしみは消えて行きます。

青年続けて曰く、

“わたしたちはこんないいとこを旅して、じき神さまのとこヘ行きます。”

神さまのところは、もうほんとうに明るくて、匂いが良くて、私達のかわりにボートヘ乗れた人達は、きっとみんな助けられて、家へ帰れます。

青年は男の子 (水) で濡れたような髪を撫でて、皆を慰めています。

この濡れた髪は、水難事故を暗示しています。

突然に、このカムパネルラとジョバンニと夜汽車に合乗りしている子ども達のいわくを知ります。

" 私達の船は氷山にぶつかって沈みましてね。(…) ちょうど十二日目、今日か昨日の辺りです。船が氷山にぶつかって、一ぺんに傾き、もう沈みかけました。"

ボートには、船に乗っている人々すべて乗り切れずに、その内、どんどん船は沈んで行きました。

" けれどもまたそんなにして助けてあげるよりは、このまま神の御前にみんなで行く方が、ほんとうにこの方達の幸福と思いました。"

この言葉の意味は深く、青年が考えるみんなの幸せとは、そのまま一緒に海底に沈む覚悟でした。

その後、ジョバンニは海の灯台守の辛い仕事を考えて、申し訳なく思い、さいわいを祈ります。

“ぼくはそのひとのさいわいのために、いったいどうしたらいいのだろう”とジョバンニは首を垂れてしまいます。

灯台守は、

"ああそうです。

ただ一番のさいわいに至るために、いろいろのかなしみもみんなおぼしめしです。"

青年は祈るようにつぶやきました。


 次に、蠍星の燃えさかる火についての話しがあります。

昔、パルドラの野原に一匹の蠍がいて、殺生をしていました。いたちに追われて、井戸に落ち溺れはじめた時に、祈りました。

"どうして私はわたしの身体を黙っていたちにくれてやらなかったのか。

そうしたら、いたちも、もう一日生きのびただろうに。(…) どうか神さま。私の心をごらん下さい。こんなにむなしく命を捨てず、どうかこの次にはまことのみんなの幸のために私の身体をお使い下さい。"

蠍は、皆の幸のために、自分の体を神といたちに捧げようと、熱心に祈りました。

そして、蠍は燃える天の星となりました。

この蠍の寓話は、蠍が井戸で溺れ死んだ様に、相乗りした子ども達も、船の事故で溺れ死んでしまった事に重なります。

この蠍の星を見た後に、汽車の乗客は、突然、にぎやかなさまざまな楽の音や草花の匂いのようなもの、口笛や人々のざわざわ云う声やらを聞きました。クリスマス•ツリーのようにまっ青な唐ひかもみの木がたって、その中にはたくさんの豆電燈がまるで千の蛍でも集まったようについていました。

今夜はケンタウルス祭であり、このケンタウルス祭は、ジョバンニが夜汽車に乗ったはじまりの夜であり、会い乗りの船の事故で溺死した子ども達の魂が天に召される、クリスマスのような夜です。

南十字星 - 十字クロスは、天上ヘと行く所です。

この天上には、ほんとうのたった一人の神さまがいて、この子ども達は南十字星で逢います。

この光景に、ジョバンニはあぶなく声をあげて、泣き出しました。

見えない天の河の水をわたって、ひとりの神々しい白い着物の人が手を伸ばしています。

そして、ジョバンニは、カムパネルラと二人、何処までも、果てしない旅をしたいと願い、燃え尽きて天上の星となった蠍の様に、みんなのしあわせの為に、自分の体を百ぺん焼いてもかまわないと言います。

それでも、ジョバンニはそのほんとうのさいわい (幸 ) が何か、わかりませんでした。


 しまいには、ブラック•ホール (空の穴) に近づいて、ジョバンニ曰く、

" 僕はもうあんな大きな闇の中だって恐くない。きっとみんなのほんとうのさいわいを探しに行く、どこまでも、どこまでも僕達一緒に進んで行こう。" と言います。

" カムパネルラ、僕達一緒に行こうねえ。"

ジョバンニが振りかえると、カムパネルラの姿は消えていました。

恐らく、カムパネルラはこの空の穴に引きこまれて、消えたのでしょう。


 ジョバンニが眼を開くと、元の丘の草の中に疲れて眠っている事に気づきました。

今迄の旅は、夢であったのでした。

頰には冷たい涙が流れている事に気づきました。

このジョバンニの夢は、悲しい現実として表われます。

町の人々がわいわいとしており、子どもが水ヘ落ちたといいます。

その川に落ちた子どもは、さっきまで一緒に空の旅をしていたカムパネルラ。カムパネルラの友人の1人ザネリが川に落ちて、カムパネルラが川に飛び込んで、そのまま行方不明になってしまったと言います。

川岸に、青白いとがった顎をした、博士のカムパネルラの父が黒い服を着て、手には時計を持ち、まっすぐに立ち、川で溺れた息子の行方を憂いている様子です。

ジョバンニは暗い川の底を見ると、銀河が大きくいっぱいに水面に映って、空のように見えました。

まるで、いなくなったカムパネルラが、銀河のはずれに、一人いる気がしました。

この銀河にいっぱいに映った水面のあまたの星々程、寂しいものはありません。

そして、ジョバンニは現実の世界に戻る為に、一目散に河原を街へと走ってゆきました。


 まるで、この最後の場面に戻ってから、ジョバンニが走って、現実が始まった気がします。

今迄の銀河の旅は、まことのさいわいを求めながらも、まどろんだ夢に過ぎない。

夢 ( 幽界 ) の後に、現実という顕世が戻って来るという、不思議な物語です。


 完
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